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高千穂大学の英語教育の方向性と可能性 
― 新「学習指導要領」と外部試験の導入をめぐって ― 
 
Directions and Possibilities of English Language 
Teaching at Takachiho University:  
Introduction of “New Course of Study” and  
“External Test for English Entrance Examination” 
 









以下の 2 点を考慮する必要があると予想される。 
















文部科学省が 2017（平成 29）年 7 月 13 日に公表した「高大接続改革の実施
方針等の策定について」の中で、英語に関連する主要なものを 3 つあげると以
下のとおりである。 


































CEFR とは Common European Framework of References for Languages: 
















リスト作成・活用 英語到達度使用 CEFR-J ガイドブック』（大修館書店）は
その詳細を紹介している。 
CEFR の 3 段階の特徴は以下のとおりである（文部科学省（2015b））。 
 




















































表 2 小学校・中学校・高等学校一貫した「学習指導要領」のポイント 
 小学校卒業時 中学校卒業時 高等学校卒業時 
数値目標 
（CEFR 他） 
 A1（英検 3 級）から
A2（3 級～準 2 級） 
A2-B1（準 2 級～2
級）から B1-B2（2



































































2017（平成 29））年 7 月 13 日の「高大接続改革の実施方針等の策定につい
て」の中で、「大学入学共通テスト」として 2020（平成 32）年度に英語の外部
検定試験を導入することが公告された（文部科学省（2017d））。それらを一覧












TEAP：第 1 回英語力の評価及び入試における外部試験活用に関する検討会 吉田研作
教授資料より 
TOEIC：IIBC http://www.toeic.or.jp/toeic/about/result.html 「L&R」または「S&W」





「L&R&W」の記載が無い数値が 4 技能の合計点 






























































































































































































1） 大学英語教育学会 EAP 研究特別委員会（2017）が提示している English for 
Academic Purposes（学術目的のための英語）という視点の学習で、4 技
能を大学生として身に付けるべき学術上の目的に特化して学ぶ方法 
2） 日本語を用いて内容を学び、考えを英語で発信する CLIL（Content and 
Language Integrated Learning）型といわれる内容言語統合型学習で、専
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